









































































































































































































































































































のネポティズムのそもそもの発想は，あの大学教授市場をしたためた T．キャプロー & R．J．マッ
ギーの名著に源流があることはすでに証拠を提示しつつ紹介した（新堀通也蔵書，No.2783；　
















































ショナルに訴える手法を採っている。出発点は，｢日本の大学教授市場―その ｢自給率｣ と ｢系列



















一般新聞 一般週刊誌 教育雑誌等 特集連載企画したもの
日経新聞 11 朝日ジャーナル 4 風土 54 週刊教育プロ
読売新聞 10 週刊ポスト 2 児童心理 48 朝日新聞
朝日新聞 9 サンデー毎日 1 教育ジャーナル 42 サンケイ（正論）
中国新聞 9 週刊サンケイ 1 総合教育技術 32 中国新聞
聖教新聞（公明新聞） 8 学校運営研究 25 日本教育新聞
サンケイ 6 体育科教育 20 教育新聞
毎日新聞 4 日本の教育 19 日本教育

















































































































































































27） 朝日新聞社 ｢朝日ジャーナル｣ 1963年，Vol.5 No.47，11月24日号。同雑誌とははじめての関係で，
それ以降，3回にわたって投稿している。
28） 朝日新聞社 ｢朝日新聞｣（同年11月26日）都留重人 ｢論壇時評｣（下）。
29） 永井道雄『日本の大学』中公新書，1965年，177頁。
30） 拙著 ｢新堀通也先生のご逝去を悼む｣ 広島大学高等教育研究開発センター ｢コリーグ｣ 48号，
2015年5月，10-11頁。
31） 学生運動に関する詳しい評論に関しては，新堀通也先生追悼集刊行委員会編『同上書』東信堂，
2015年，｢学生運動｣（友田泰正・山野井敦徳・山崎博敏）の節を参照されたい。
32） 新堀通也『同上書』392号，2005年。
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